



























































































































































































































































































































	表紙
	はしがき
	伝達状
	写真説明
	位置図
	目次
	序 かんがい維持計画現地調査について
	1. 経緯および調査目的
	2. 調査団の構成
	3. 調査日程

	Ⅰ フィリピン国事情
	1. 経済的背景
	2. 開発4ケ年計画
	3. 農業事情
	4. 水稲増産政策
	5. 水稲栽培の現状
	5-1 栽培法の改善


	Ⅱ 地形,土壌及び気象
	1. 地形
	2. 土壌条件
	3. 気象環境
	4. 主要河川流域の状況
	4-1 Cagayan川流域
	4-2 中部ルソン流域
	4-3 Bicol川流域
	4-4 Ilog-Hilabangan川流域
	4-5 Agusan川流域
	4-6 Cotabato川流域

	5. 台風
	5-1 1972年に影響を与えた主な台風
	5-2 1973年に影響を与えた主な台風

	6. 主要河川流域における洪水及び被害状況

	Ⅲ 26かんがいシステムの現況
	1. 被害の原因
	2. 事業概要
	3. 26システムの工事量
	4. 事業の必要性
	5. 技術的検討

	Ⅳ 建設計画
	1. かんがい庁(NIA)の組織
	2. 26システムの工事費
	2-1 内貨分
	2-2 外貨分
	2-3 工事年度割

	3. 26システムの建設計画

	Ⅴ 作物生産計画
	Ⅵ 経済評価
	1. 作物効果
	1-1 かんがい面積の拡大
	1-2 収量の増加

	2. 生産費
	3. 増加維持管理費
	4. 米の単価
	5. 事業費(Investment Cost)
	6. 総合耐用年数
	7. 効果分析
	7-1 増加純益額
	7-2 費用収益比率

	8. 関連効果
	8-1 雇用労働効果
	8-2 外貨節約効果

	9. 農家負担能力の検討

	Ⅶ 調査のまとめ
	付記 略語の説明
	別添資料
	表1 USAIDローン492-H-024でカバーされたNIA国営かんがいシステム
	表2-1 生産費
	表2-2 労働費
	表2-3 収穫脱穀労働費
	表2-4 種子代
	表2-5 農薬費
	表2-6 殺虫剤費
	表2-7 除草費
	表2-8 運搬
	表2-9 農業労働者賄費
	表2-10 利子
	表2-11 地代
	表2-12 大農具及建物ならびに大家畜減価償却費
	表3-1 26システム維持管理費
	表3-2 26システム付属資料
	付記 概要(NIAの水利費値上げの必要性)
	表4 工事単価表
	表5-1 主要作物作付面積 1968年
	表5-2 主要作物作付面積 1969年
	表5-3 主要作物作付面積 1970年
	表5-4 主要作物作付面積 1971年
	表5-5 主要作物作付面積 1972年
	表6-1 主要作物生産費 1968年
	表6-2 主要作物生産費 1969年
	表6-3 主要作物生産費 1970年
	表6-4 主要作物生産費 1971年
	表6-5 主要作物生産費 1972年
	図-1～26 26システムの計画一般図
	図-27 パムバンガ河洪水位図
	図-28 アグノ河洪水位図

	裏表紙

